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研究分野：比較宗教史 
科研費の分科・細目：哲学・中国哲学 
キーワード：道教、死霊観、葬墓制 
 
１． 研究計画の概要 
本研究（単独研究）は、六朝時代の道教経典

ならびに葬送儀礼文書と出土資料（墓域から

出土する文字資料）を文献学的に考察するこ

とを通じて、死霊観という今に続く宗教的心

性の形成過程を探りつつ、それが墓葬制の変

化にどのような影響を与えているのかを比

較宗教史的に明らかにしようとするもので

ある。これによって現代社会において墓のあ

りようを考えるための歴史的事例を準備す

ることを目標とする。 
 
２． 研究の進捗状況 
 現在までに３点の道教経典について敦煌

写本の翻刻を行ない、これを道蔵本と対校す

ることによって校訂本文を作成し、さらにこ

れにもとづいた現代語訳を試みた。敦煌写本

の翻刻は、マクロフィルムによる焼付写真を

もとに行なった。対象とした経典および写本

は以下のとおりである。 
 『道要霊祀神鬼品経』（［１］パリ国立図書

館所蔵敦煌写本ペリオ２４３２番 ［２］ペ

リオ３２９７番 ［３］同大英図書館所蔵敦

煌写本スタイン９８６番 ［４］スタイン１

７２８番 ［５］中国国家図書館所蔵敦煌遺

書ＢＤ１４８４１Ｌ番） 
 『洞淵神呪経誓魔品』（［１］ペリオ２５７

６番 ［２］ペリオ３２３３番 ［３］スタ

イン３７８６番 ［４］サンクト・ペテルブ

ルグ東方学研究所所蔵敦煌写本Ｄｘ１０３

０６番） 
 『洞淵神呪経逐鬼品』（［１］ペリオ２４７

３番 ［２］ペリオ２７４９番 ［３］ペリ

オ２７９３番 ［４］ペリオ３３０９番 

［５］スタイン３７０５番） 
 以上の作業を踏まえ、言語および思想の各

レベルにおいて異同を検討し、六朝道教にお

ける死霊観の変遷をたどるための文献的基

礎の構築を行なった。これと平行して、道蔵

所載の葬送儀礼文書（『赤松子章暦』『太上宣

慈助化章』）および墓域から出土した文字資

料（『中国道教考古』所載）の解読を試みた。

これは、六朝道教の死霊観が同時代の葬墓制

の変化に具体的にどのような影響を与えて

いるかを明らかにするうえで、文献的な手が

かりを得るための基礎作業である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 六朝道教における死霊観の変遷をたどる
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ための文献的基礎の構築に関しては、上述の

とおりである。作業に必要な文献資料が取得

研究費によってほぼ購入できたため、研究を

順調に推進し得たのが主たる理由である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 研究の最終年度である今年度は、六朝時代

の死霊観の変遷をたどることを目的に現在

までに構築し得た文献的基礎をもとに、それ

が現在に続く葬墓制の変化にどのような影

響を与えているのかを比較宗教的に明らか

にすることを試みたい。これによって現代社

会において墓のありようを考えるための歴

史的事例を準備したいと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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